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1.背景と目的
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2.超高屈折率・低反射なメタマテリアルの動作原理

屈折率:3.7

理想のバルク材料自然界の材料(GaAs) 積層構造メタマテリアル

金属厚t:0.5 mm
フィルム厚d:23 mm

積層化のため、上下に誘電体を追加している

誘電性・磁性の共振を制御し、超高屈折率・低反射材料を実現済み

メタマテリアル構造を一様構造と

みなした場合に生じる実効的な現象

3.積層化

4.バルク化の設計

5.まとめ

2層 3層 4層 10層

1 2距離a >> 0.1 mm (0.1l) 距離a 0.1 mm (0.1l)

多重反射 多重反射 + 相互結合
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テラヘルツ時間領域分光法で
実験

1,2層目・3,4層目のa=15 mm

2,3層目のa=30 mm

周波数:0.31 THz

位相遅れ:388度

透過電力:14.6 %

4層実験結果

バルク材料化に向け、まずは
多重反射のみに注目

メタマテリアル間の距離 a=1 mm で
バルク材料を設計

多層化により、多重反射の影響大

周波数：0.29 THz 

位相遅れ：847度
透過電力：23.2 %

・今後、多重反射・相互結合の影響を考慮し、積層構造メタマテリアルの設計・作製・実験を行う。 → 高解像度顕微鏡への応用

・超高屈折率・低反射メタマテリアルを4層の積層により、0.31 THzで360度以上の位相遅れを実験で確認した。 → 平面アンテナへの応用

メタマテリアル間に誘電体を挿入

設計パラメータ(l=295 mm, g=100 mm)
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多重反射を考慮した積層方法の検討

拡大図

周波数:0.31 THz 屈折率:12.3 反射電力:5.1 %



(0.3 THzの波長l = 1 mm)

a=1 mm

屈折率

12.3
・高指向性アンテナ

超高屈折率・低反射人工材料

バルク化
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アプリケーション

1 2

代用可実現不可

・高解像度顕微鏡

本構造 n=12.3従来 n=3.4


